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は
じ
め
に

　
和
歌
山
県
立
文
書
館
（
以
下
「
文
書
館
」
と
略
す
。）
で
は
、
県

内
各
地
に
所
在
す
る
貴
重
な
資
料
を
未
来
に
伝
え
る
取
組
の
一
つ

と
し
て
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
二
月
よ
り
、「
和
歌
山
県

歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
る（
１
）。
当
初
は
、

文
書
館
で
所
蔵
す
る
資
料
を
中
心
に
公
開
し
て
き
た
が
、
令
和
元

年
（
二
〇
一
九
）
度
か
ら
は
他
機
関
の
所
蔵
資
料
に
も
対
象
範
囲

を
広
げ
、
県
内
の
学
校
や
公
的
機
関
の
協
力
の
も
と
調
査
と
収
集

を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
和
歌
山
県
立
耐
久
高
等
学
校
（
以

下
「
耐
久
高
校
」
と
略
す
。）
が
所
蔵
す
る
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
一
月
五
日

の
世
界
津
波
の
日
に
合
わ
せ
て
当
サ
イ
ト
上
に
公
開
し
た
。
同
校

は
、「
稲
む
ら
の
火
」
で
知
ら
れ
る
濱
口
梧
陵
ら
を
創
設
者
と
す
る

学
校
で
あ
り
、
令
和
二
年
が
梧
陵
の
生
誕
二
〇
〇
年
の
節
目
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
今
回
の
調
査
・
収
集
対
象
と
な
っ
た
。

　
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
は
、
長
年
同
校
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
江
戸

～
明
治
時
代
の
版
本
を
中
心
と
す
る
三
、四
六
六
冊
に
及
ぶ
古
書
籍

類
の
総
称
で
あ
る
。
資
料
の
多
く
は
、明
治
期
に
活
躍
し
た
実
業
家・

政
治
家
で
、
耐
久
学
舎
舎
長
も
務
め
た
濱
口
容
所
（
東
濱
口
家
九

代
吉
右
衛
門
、文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉
～
大
正
二
年
〈
一
九
一
三
〉）

の
旧
蔵
書
を
は
じ
め
、
地
域
の
有
力
者
ら
が
学
校
に
寄
贈
し
た
書

籍
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
は
、平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）度
よ
り
、高
校
、

大
学
等
の
研
究
機
関
、
文
書
館
な
ど
の
連
携
に
よ
り
行
わ
れ
た
整

理
作
業
の
結
果
、
全
蔵
書
の
目
録
デ
ー
タ
が
完
成
し
た
こ
と
で
検

索
が
容
易
に
な
り
、
広
く
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

筆
者
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
か
ら
令
和
二
年

県
立
耐
久
高
校
所
蔵
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の
保
存
と
活
用

玉
　
置
　
將
　
人
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県
立
耐
久
中
学
校
」
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
戦
後
の
学
制
改
革
に

よ
り
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
「
和
歌
山
県
立
耐
久
高

等
学
校
」
が
成
立
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
（【
図
１
】）。）

（
（

　

こ
う
し
た
変
遷
の
中
で
、
同
校
に
は
寄
贈
や
購
入
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
大
量
の
古
書
籍
類
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

書
籍
は
、
長
年
校
内
一
階
の
倉
庫
で
木
箱
や
中
性
紙
箱
、
段
ボ
ー

ル
等
に
収
納
し
て
保
管
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
数
量
が
膨
大
か

つ
未
整
理
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
関
係
者
の
間
で
も

全
体
像
を
把
握
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
同
校
が

（
二
〇
二
〇
）
三
月
ま
で
耐
久
高
校
で
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
教
諭

と
し
て
勤
務
し
、
そ
の
間
こ
れ
ら
の
事
業
の
担
当
と
し
て
資
料
整

理
等
に
携
わ
っ
た
。
令
和
二
年
四
月
か
ら
は
県
立
文
書
館
に
配
属

と
な
り
、
現
在
は
学
校
と
の
連
携
や
歴
史
資
料
の
教
育
利
用
等
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
今
、
学
校
所
蔵
資
料
の
保
存
・
活
用
に

関
す
る
論
考
や
企
画
展
等
が
増
え
、
当
分
野
に
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る（
２
）。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の
資
料
整
理
の
経

緯
や
そ
の
内
容
、
活
用
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と

で
、
今
後
の
学
校
所
蔵
資
料
活
用
の
一
助
と
し
た
い
。

一　
資
料
整
理
の
経
緯

　
耐
久
高
校
は
、嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、濱
口
梧
陵
、濱
口
東
江
、

岩
崎
明
岳
の
三
氏
が
紀
伊
国
有
田
郡
広
村
（
現
有
田
郡
広
川
町
広
）

に
開
設
し
た
「
稽
古
場
」
に
端
を
発
す
る
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

に
は
、
永
続
を
願
っ
て
「
耐
久
社
」
と
命
名
さ
れ
、
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
）
に
「
耐
久
学
舎
」、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

に
中
学
校
令
に
よ
り
「
私
立
耐
久
中
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
。
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は
私
立
か
ら
県
立
に
移
管
し
、「
和
歌
山

【図１】耐久高校の沿革
稽古場 

嘉永 5 年（1852）

耐久社 
慶応 2 年（1866）

耐久学舎 
明治 25 年（1892）

私立耐久中学校 
明治 41 年（1908）

有田郡立有田高等女学校 
大正 8 年（1919）

和歌山県立耐久中学校 
大正 9 年（1920）

和歌山県立有田高等女学校 
大正 11 年（1922）

和歌山県立耐久高等学校 
昭和 2（ 年（1948）

『耐久校史』より作成
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籍
が
混
在
す
る
な
ど
、
原
秩
序
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
作
業
は
、ま
ず
全
体
を
洋
装
本（
洋
綴
本
）と
和
装
本（
和
綴
本
）

と
に
大
別
し
た
う
え
で
、
内
容
ご
と
に
書
籍
を
ま
と
め
、
新
た
に

学
校
特
色
化
の
取
組
と
し
て
、
校
史
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
展

示
等
を
目
的
と
し
た
校
史
資
料
室
「
耐
久
史
学
館
」
を
開
設
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
学
校
の
歴
史
を
見
直
す
動

き
が
活
発
化
し
、
未
整
理
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
蔵
書
の
活
用
が

目
指
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
年
九
月
、
同
校
か
ら
相
談
を
受
け
た
文
書
館
職
員
に
よ
っ
て

初
の
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
学
校
と
の
協
議
の
末
、
内
容
把

握
の
た
め
に
全
点
の
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
整
理

作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
人
員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
同
校
同
窓
会
の
支
援
を
得
る
と
と
も
に
、
資
料
整
理
に
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る
和
歌
山
大
学
橋
本
唯
子
准
教
授
に
協
力
を

依
頼
し
、
同
大
学
生
も
参
加
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
耐

久
高
校
で
も
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
八
月
七
日
に
行
わ
れ
た
第
一
回

の
作
業
に
は
、
和
歌
山
大
学
橋
本
准
教
授
を
中
心
に
、
和
歌
山
大

学
生
六
名
、
耐
久
高
校
同
窓
会
員
七
名
、
教
職
員
五
名
、
生
徒
五

名
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
員
一
名
、
文
書
館
職
員
二
名
の
計

二
十
七
名
が
参
加
し
た
（【
写
真
１
】）。

　

作
業
前
の
段
階
で
、
資
料
を
納
め
て
い
た
箱
に
は
無
関
係
の
書

【写真１】資料整理の様子
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管
場
所
は
校
舎
一
階

で
あ
っ
た
た
め
、
津

波
や
洪
水
等
に
よ
っ

て
資
料
が
浸
水
被
害

を
受
け
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
整

理
後
の
現
在
で
は
、

資
料
は
安
全
な
高
さ

が
十
分
確
保
で
き
る

校
舎
三
階
の
部
屋
に

移
さ
れ
、
出
納
可
能

な
状
態
で
適
切
に
保

管
さ
れ
て
い
る
【
写

真
２
】。

　

以
上
の
よ
う
に
、

耐
久
高
校
で
は
学
校
の
理
解
・
判
断
や
識
者
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
、
長
年
未
整
理
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
資
料
が
適
切
に
整

理・保
全
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
整
理
作
業
が
、

専
門
家
の
指
導
の
も
と
多
く
の
学
校
関
係
者
や
生
徒
も
参
加
し
て

登
録
用
の
番
号
を
付
箋
に
書
い
て
本
に
挟
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
本
の
表
題
・
年
代
・
著
者
・
発
行
者
・

形
態
・
蔵
書
印
な
ど
の
情
報
を
記
し
た
調
書
を
作
成
し
、
同
時
に

パ
ソ
コ
ン
で
の
デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
翌
年
二
月
十
九
日
ま
で
計
六
回
に
わ
た
り
作
業
が
進

め
ら
れ
、
全
点
の
目
録
が
完
成
し
た
。
整
理
後
、
こ
れ
ら
の
資
料

群
は
、
創
設
者
の
濱
口
梧
陵
に
ち
な
ん
で
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。

ち
な
み
に
、「
梧
陵
」
の
名
を
冠
し
て
は
い
る
も
の
の
、「
耐
久

梧
陵
文
庫
」
は
濱
口
梧
陵
の
旧
蔵
書
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
梧
陵
の
旧
蔵
書
は
、「
濱
口
梧
陵
文

0

0

0

0

0

庫0

」
と
呼
ば
れ
、
西
濱
口
家
が
所
蔵
し
て
い
た
が
、
明
治
末
期
に

私
立
耐
久
中
学
校
に
一
時
移
管
さ
れ
た
後
、
昭
和
初
期
に
西
濱
口

家
に
返
還
さ
れ
た（
４
）。
そ
の
後
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
、

西
濱
口
家
か
ら
梧
陵
の
旧
蔵
書
約
五
、七
〇
〇
冊
が
「
濱
口
梧
陵
文

0

0

0

0

0

庫0

」
と
し
て
県
立
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
本
稿
で
と
り
上
げ
る
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
と
区
別
し

て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

5
（

。

無
事
、
資
料
の
整
理
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
従
来
の
保

【写真２】資料の保管状況
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め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
旧
制
有
田
高
等
女
学
校
旧
蔵

書
が
二
二
四
冊
、
戦
後
に
加
え
ら
れ
た
耐
久
高
校
図
書
館
蔵
書
は

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
学
校
に
所
在
す
る
資
料
の
価
値
が
広
く
共
有

さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。

　

次
章
で
は
、
資
料
整
理
及
び
そ
の
後
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ

た
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

二　
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の
概
要

　
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
は
、
耐
久
高
校
に
受
け
継
が
れ
た
三
、

四
六
六
冊
に
及
ぶ
古
書
籍
類
の
総
称
で
あ
る
。
当
文
庫
の
書
籍
は
、

そ
の
由
来
と
時
期
に
よ
っ
て
大
き
く
次
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
①
旧
制
耐
久
中
学
校
旧
蔵
書

　
　
②
旧
制
有
田
高
等
女
学
校
旧
蔵
書

　
　
③
耐
久
高
校
図
書
館
蔵
書
（
戦
後
）

す
な
わ
ち
、
①
・
②
が
戦
後
、
新
制
耐
久
高
校
へ
と
引
き
継
が

れ
、
さ
ら
に
③
と
し
て
新
た
に
購
入
し
た
図
書
も
加
わ
っ
て
、
当

文
庫
が
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
冊
数
に
つ
い
て

は
、【
図
２
】
に
あ
る
よ
う
に
、
旧
制
耐
久
中
学
校
旧
蔵
書
が
二
、

九
四
九
冊
で
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
の
約
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

 
 

（2,949冊） 

（3,466冊） 

（293冊） 

〔注１〕書籍に捺された蔵書印や書入れ等による推定。 
〔注２〕各冊数については、今後の調査によって変動する可能性がある。 

耐久高校図書館蔵書 

上記以外の寄贈書籍 

購入図書 

寄贈書籍 
耐久梧陵文庫 旧制有田高等女学校旧蔵書 

購入図書 （224冊） 

有田郡郷校旧蔵書（286冊） 

雁仁右衛門旧蔵書（71冊） 

旧制耐久中学校旧蔵書 

濱口容所旧蔵書（約 1,300冊）  
（濱口容所文庫） 

【図２】「耐久梧陵文庫」の構成
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【参考】「耐久梧陵文庫」にみられる主な蔵書印

〔寄贈者関係〕

安諦郡郷黌図書之印
（有田郡郷校）

鳫埜氏図書記
（雁仁右衛門）

御風楼主人
（濱口容所）

〔学校関係〕

私立耐久中学校図書 私立耐久学舎図書之章 耐久社印

和歌山県立有田高等女学校
之印章

和歌山県立耐久高等学校
蔵書印

耐久中学校図書之印

〔その他〕

松阪学問所 学習館記
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の
が
旧
制
耐
久
中
学
校
旧
蔵
書
で
あ
る
。
現
在
確
認
で
き
る
二
、

九
四
九
冊
の
う
ち
、
約
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
和
装
本
で
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
寄
贈
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
由
来
を
も
っ

て
い
る
が
、
蔵
書
印
な
ど
に
よ
り
あ
る
程
度
来
歴
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
来
歴
が
判
明
す
る
も
の
の
う
ち
規
模

が
大
き
く
、
特
に
注
目
す
べ
き
濱
口
容
所
旧
蔵
書
（
濱
口
容
所
文

庫
）、
雁
仁
右
衛
門
旧
蔵
書
、
有
田
郡
郷
校
旧
蔵
書
に
つ
い
て
解
説

し
た
い
。

（
１
）
濱
口
容
所
旧
蔵
書
（
濱
口
容
所
文
庫
）

　

東
濱
口
家（
７
）第
九
代
当
主
で
、
明
治
期
に
実
業
家
・
政
治
家
と
し

て
活
躍
し
た
濱
口
容
所
（
吉
右
衛
門
）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
特
に
「
濱
口
容
所
文
庫
」
と
呼
ば
れ（
８
）、大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

に
容
所
が
逝
去
し
た
後
、
子
の
濱
口
無
悶
（
十
代
吉
右
衛
門
）
が

当
時
の
私
立
耐
久
中
学
校
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る（
９
）。

　

容
所
の
蔵
書
印
「
御
風
楼
主
人
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
は
現

時
点
で
一
、二
六
二
冊
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
明
ら
か
に
容
所
の
旧

蔵
書
と
判
別
で
き
て
も
、「
御
風
楼
主
人
」
印
の
無
い
も
の
は
計
上

し
て
い
な
い
た
め
、
実
際
の
容
所
の
旧
蔵
書
の
冊
数
は
こ
れ
よ
り

二
九
三
冊
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
書
籍
を
形
態
別
に
分
類
す
る
と
、
洋
装
本
が
五
九
三
冊
、

和
装
本
が
二
、八
七
三
冊
と
な
る
。
洋
装
本
は
明
治
～
昭
和
期
の
刊

行
物
で
、
学
校
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
購
入
ま
た
は
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、『
群
書
類
従
』、『
国
史
大
系
』、『
史

籍
集
覧
』 

な
ど
の
叢
書
が
主
で
、『
紀
伊
続
風
土
記
』、『
南
紀
徳
川

史
』
な
ど
和
歌
山
に
関
す
る
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

和
装
本
は
江
戸
初
期
～
明
治
期
の
版
本
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

地
域
の
有
志
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
漢
籍
・
和
書
が
み
ら
れ
る
が
、
特
に
四
書
五
経
に
代
表
さ

れ
る
儒
学
の
経
典
や
史
書
な
ど
漢
学
関
係
の
書
籍
が
充
実
し
て
い

る（
６
）。

　

次
章
で
は
、
特
に
多
様
な
書
籍
を
含
み
、
当
文
庫
の
大
部
分
を

占
め
る
旧
制
耐
久
中
学
校
旧
蔵
書
に
絞
っ
て
内
容
を
詳
し
く
検
討

し
て
い
き
た
い
。

三　
旧
制
耐
久
中
学
校
旧
蔵
書
に
つ
い
て

　
前
述
の
と
お
り
、「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の
う
ち
大
部
分
を
占
め
る
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江
戸
に
出
て
亀
田
鶯
谷
に
漢
学
を
学
び
、
の
ち
慶
應
義
塾
で
洋
学

を
修
め
た
。
家
業
の
醤
油
問
屋
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
鐘
淵
紡

績
㈱
取
締
役
、高
砂
製
糖
㈱
社
長
、豊
国
銀
行
頭
取
な
ど
を
歴
任
し
、

実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
衆
議
院
議
員
、
貴
族
院
多
額

納
税
者
議
員
に
も
選
出
さ
れ
政
治
家
と
し
て
も
活
動
し
た
。

　

容
所
は
基
本
的
に
東
京
で
生
活
し
て
い
た
が
、
故
郷
広
村
に
稽

古
場
を
創
立
し
た
祖
父
濱
口
東
江
（
七
代
吉
右
衛
門
）
の
遺
志
を

継
ぎ
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
耐
久
学
舎
舎
長
と
な
っ
た
。

同
志
社
出
身
で
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
宝
山
良
雄
）
（1
（

を
は
じ
め
、
日

本
各
地
か
ら
良
師
を
招
き
、
莫
大
な
私
財
を
投
じ
て
校
舎
を
新

築
す
る
な
ど
教
育
環
境
の
拡
充
に
尽
力
し
た
。）

（（
（

明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
に
は
耐
久
学
舎
か
ら
私
立
耐
久
中
学
校
に
改
称
し
、

自
ら
校
主
と
な
っ
て
独
力
経
営
す
る
な
ど
、
同
校
に
お
け
る
「
中

興
の
祖
」
と
い
え
る
人
物
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
容
所
は
詩
文
・
書
画
を
嗜
む
な
ど
文
人
と
し
て
も
知

ら
れ
、
蔵
書
家
で
も
あ
っ
た
。
私
立
耐
久
中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た

約
一
、三
〇
〇
冊
に
の
ぼ
る
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
は
江
戸
時
代
の
版
本

で
あ
り
、儒
学
の
経
典
な
ど
の
漢
籍
を
は
じ
め
、文
学・歴
史・地
理・

本
草
・
医
学
・
薬
学
・
芸
術
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
が
含

多
く
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
蔵
書
印
は
、
容
所
が
明
治

四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
頃
に
広
村
の
自
邸
に
建
造
し
た
木
造
三

階
建
て
の
迎
賓
施
設
「
御
風
楼
」
に
由
来
す
る
（【
写
真
３
】）。

　

容
所
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
広
村
で
生
ま
れ
、
九
歳
で

【写真３】国重文東濱口家住宅のうち御風楼（写真提供　広川町）
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【写真４】「御風楼主人」と「西大平蔵書之印」、「大岡氏珍蔵」の併印
がある『康熙字典』

い
。

（
２
）
雁
仁
右
衛
門
旧
蔵
書

　

広
村
の
有
力
者
で
あ
っ
た
雁
仁
右
衛
門
が
、
明
治
三
十
九

年
（
一
九
〇
六
）
に
耐
久
学
舎
へ
寄
贈
し
た
書
籍
で
あ
る
。
雁
家

ま
れ
て
い
る）

（1
（

。
特
に
、
中
国
清
代
の
唐
本
『
皇
清
経
解
』
は
、
容

所
の
遺
愛
の
書
で
あ
り
、
欠
本
が
あ
る
も
の
の
正
編
三
六
〇
冊
中
、

二
八
八
冊
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、最
も
出
版
年
の
古
い
も
の
は
、

万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
刊
の
刀
剣
書
『
古
今
銘
尽
』
の
初
版
本
で
、

こ
の
ほ
か
一
七
世
紀
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
和
書
も
多
く
存
在
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
容
所
の
旧
蔵
書
の
中
に
は
、
押
捺
さ
れ
て
い
る
蔵

書
印
に
よ
っ
て
、
容
所
以
前
の
旧
蔵
者
が
判
明
す
る
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
唐
本
『
論
語
』、『
毛
詩
』、『
左
伝
』、『
礼
記
』
等
に
は
、

「
大
垣
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
も
の
が
計
一
五
三
冊
存
在
し
、

こ
れ
ら
は
も
と
大
垣
藩
校
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ほ
か
に
も
、【
写
真
４
】
の
よ
う
に
、
西
大
平
藩
大
岡
氏
の
蔵
書

印
「
西
大
平
蔵
書
之
印
」・「
大
岡
氏
珍
蔵
」
の
併
印
が
あ
る
『
康

熙
字
典
』（
安
永
九
年
刊
）、
鯖
江
藩
主
間
部
詮
勝
の
蔵
書
印
「
水

山
文
庫
」
が
捺
さ
れ
た
『
英
雄
譜
』、
佐
賀
藩
の
支
藩
で
あ
る
小
城

藩
の
蔵
書
印
「
小
城
藩
蔵
書
印
」
の
捺
さ
れ
た
『
尚
書
註
疏
』
な

ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
旧
藩
関
係
蔵
書
の
所
在
を
知
る

上
で
も
重
要
な
事
実
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

今
回
は
容
所
の
旧
蔵
書
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

た
。
よ
り
詳
細
な
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
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（
３
）
有
田
郡
郷
校
旧
蔵
書

　

現
時
点
で
は
伝
わ
っ
た
経
緯
や
時
期
は
不
明
だ
が
、「
安
諦
郡

郷
黌
図
書
之
印
」
と
い
う
蔵
書
印
の
捺
さ
れ
た
書
籍
が
二
八
六
冊

存
在
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。「
安
諦
郡
」
は
現
在
の
和
歌
山
県

有
田
郡
の
別
称
で
あ
り
、「
郷
黌
」
は
和
歌
山
藩
の
藩
政
改
革
の
一

環
と
し
て
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

ま
で
各
郡
に
設
置
さ
れ
た
郷
校（
郷
学
所
）
（1
（

）で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
和
歌
山
県
教
育
史
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
郷
校
で
は
、
主
に
四

書
五
経
な
ど
を
教
科
書
と
す
る
漢
学
の
教
授
が
行
わ
れ
、
有
田
郡

で
は
湯
浅
村
（
現
湯
浅
町
湯
浅
）
に
石
田
冷
雲
）
（1
（

を
総
督
と
し
て
郷

校
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

（1
（

。
当
文
庫
に
は
、「
安
諦
郡
郷
黌

図
書
之
印
」
が
捺
さ
れ
た
『
資
治
通
鑑
』、『
詩
経
』、『
春
秋
左
氏
伝
』、

『
礼
記
』
な
ど
の
漢
籍
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
有
田
郡
に
置

か
れ
た
郷
校
で
使
用
さ
れ
た
書
籍
の
可
能
性
が
高
い
。

　
こ
れ
ら
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
学
制
公
布
に
よ
っ
て
郷
校

が
廃
止
さ
れ
た
後
、
何
ら
か
の
理
由
で
移
管
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
地
域
の
教
育
史
を
考
え
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
事
実
で

あ
ろ
う
。

は
広
村
の
旧
家
で
、
寄
贈
者
の
仁
右
衛
門
は
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
か
ら
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
ま
で
初
代
広
村
村

長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は

耐
久
学
舎
の
舎
員
）
（1
（

を
務
め
、
維
持
費
を
負
担
す
る
な
ど
同
校
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
蔵
書
印
は
、「
鳫
埜
氏
図
書
記
」、「
雁
竹
楠
」

な
ど
が
あ
り
、
七
一
冊
が
確
認
で
き
る
（【
写
真
５
】）。

　
蔵
書
の
内
容
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
和
書
が
中
心
で
あ
る
が
、

特
に
荻
生
徂
徠
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、『
徂
徠
先
生
学
則
』（
享

保
十
二
年
刊
）、『
論
語
徴
』（
元
文
五
年
刊
）、『
鈐
録
』（
安
政
二
年
刊
）

な
ど
が
あ
る
。

【写真５】所蔵の履歴を示す印記。
明治 39 年 11 月 12 日に雁仁右衛
門から私立耐久学舎に寄贈された
ことがわかる。
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ま
た
、
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
以
外
に
も
、
紀
州
藩
校
学
習
館
の
蔵

書
印「
学
習
館
記
」、紀
州
藩
が
伊
勢
松
阪
に
置
い
た「
松
阪
学
問
所
」

の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
書
籍
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
が
い

つ
、
い
か
な
る
理
由
で
当
文
庫
の
一
部
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て

の
検
討
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

四　
資
料
活
用
の
取
組

　

こ
れ
ま
で
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の
整
理
の
経
緯
や
文
庫
の
内
容

に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
う
し
た
学
校
所
蔵
資
料
を
適
切
に
保
存

す
る
こ
と
に
加
え
、
学
校
や
地
域
で
広
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
本
章
で
は
耐
久
高
校
に
お
け
る
資
料
活
用
の
取
組

を
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
地
域
向
け
報
告
会
の
開
催
―
和
歌
山
大
学
と
の
連
携
―

　

資
料
整
理
の
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
た
め
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
八
月
六
日
、
整
理
作
業
を
主
導
し
た
和
歌
山
大
学
橋

本
唯
子
准
教
授
を
講
師
と
し
て
、「
耐
久
梧
陵
文
庫
の
世
界
」
と
題

し
た
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
で
は
、
作
業
の
経
緯
や
蔵
書

（
４
）
そ
の
他
の
蔵
書
印
に
つ
い
て

　
現
時
点
で
は
す
べ
て
の
蔵
書
印
を
解
読
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、

未
だ
来
歴
が
解
明
で
き
て
い
な
い
書
籍
も
多
い
。
以
下
で
は
、
現

在
確
認
で
き
る
そ
の
他
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た

い
。

　
ま
ず
、
校
名
を
記
し
た
蔵
書
印
と
し
て
は
、
古
い
も
の
か
ら
「
耐

久
社
印
）
（1
（

」、「
私
立
耐
久
学
舎
図
書
之
章
）
（1
（

」、「
私
立
耐
久
中
学
校
図

書
」、「
耐
久
中
学
校
図
書
之
印
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

蔵
書
印
や
書
き
入
れ
、
寄
贈
印
な
ど
に
よ
り
、
ど
の
時
期
に
ど
の

よ
う
な
書
籍
が
所
蔵
さ
れ
た
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

特
に
寄
贈
が
集
中
し
た
の
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

～
同
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
頃
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
広
村
の

有
力
者
で
あ
る
雁
仁
右
衛
門
や
西
濱
口
家
の
濱
口
梧
洞
（
十
代
儀

兵
衛
、
梧
陵
の
孫
）
を
は
じ
め
多
く
の
有
志
か
ら
書
籍
が
寄
贈
さ

れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
の
頃
耐
久
学
舎
で
は
、
濱
口
容
所
と
宝
山
良
雄
舎

長
を
中
心
と
し
た
学
校
改
革
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
校
舎
が
新
築
移
転
し
、
図

書
閲
覧
室
が
設
け
ら
れ
た）

11
（

。
こ
う
し
た
学
校
施
設
の
拡
充
に
合
わ

せ
て
有
志
か
ら
多
く
の
書
籍
が
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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書
館
と
の
連
携
―

　
和
歌
山
県
立
文
書
館
で
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
度
、「
和
歌

山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
サ
イ
ト
で
の
公
開
を
目
的
と
し
て
、

県
内
の
公
立
学
校
や
公
的
機
関
を
対
象
と
し
た
歴
史
資
料
の
所
在

確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
で
に
目
録
が
整
備
さ
れ

て
い
た
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
が
収
集
・
公
開
の
対
象
と
な
り
、
文

書
館
が
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
処

理
を
行
っ
た
。

　

な
お
、「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
は
大
部
に
及
ぶ
た
め
、
全
三
、

四
六
六
冊
の
う
ち
か
ら
、
和
歌
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
、
濱
口

の
内
容
、
資
料
活
用
の
先
行
事
例
等
に
つ
い
て
の
紹
介
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
作
業
に
参
加
し
た
生
徒
か
ら
の
発
表
も
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
資
料
整
理
の
総
括
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
地
域
住
民
や
県
内
外
の
関
係
者
ら
六
十
余
名
が
参
加

し
、
講
演
後
も
活
発
な
意
見
交
流
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
報
告

の
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
資
料
整
理
の
成
果
や
資
料
の
価
値
を
地

域
と
共
有
す
る
う
え
で
効
果
的
な
取
組
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
校
史
資
料
室
「
耐
久
史
学
館
」
で
の
展
示

　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
一
月
、
耐
久
高
校
は
、
校
史

に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
展
示
等
を
目
的
と
し
た
校
史
資
料
室
「
耐

久
史
学
館
」
を
校
舎
二
号
館
二
階
に
開
設
し
た
。
パ
ネ
ル
や
実
物

資
料
が
常
設
展
示
さ
れ
、
地
域
へ
の
公
開
や
生
徒
の
学
習
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

耐
久
史
学
館
で
は
、
後
述
す
る
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ

イ
ブ
」
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
公
開
に
合
わ
せ
、「
耐
久
梧
陵
文

庫
」
内
の
資
料
の
実
物
展
示
を
行
っ
て
い
る
【
写
真
６
】。 

（
３
）「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
の
公
開
―
県
立
文

【写真６】耐久史学館の外観（上）と
資料展示の様子（下）
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容
所
に
関
す
る
も
の
、
特
に
貴
重
な
も
の
等
の
観
点
か
ら
、『
貞
観

政
要
』、『
落
葉
の
錦
』、『
小
学
纂
註
校
本
』、『
毛
詩
正
文
』、『
古

今
銘
尽
』
の
五
点
（
二
二
冊
）
を
公
開
資
料
と
し
て
選
定
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
が
同
校
創
設
者
で
あ
る
濱

口
梧
陵
の
生
誕
二
〇
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
、

同
年
十
一
月
五
日
の
世
界
津
波
の
日
に
合
わ
せ
、「
耐
久
梧
陵
文
庫
」

の
目
録
デ
ー
タ
、
一
部
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
、
さ
ら
に
公
開
資

料
の
解
説
文
を
当
サ
イ
ト
上
に
公
開
し
た
（【
写
真
７
】）。
ま
た
、

同
校
が
所
蔵
す
る
耐
久
社
「
学
則
」（
明
治
三
年
制
定
）
も
歴
史
的

に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
わ
せ
て
画
像
を
掲
載
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
貴
重
な
資
料
の
保
存
と
と
も
に
、
幅
広
い

活
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
耐
久
高
校
で
は
外
部
機
関
と
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
学
校
所
蔵
資
料
の
整
理
と
保
存
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果

を
生
か
す
よ
う
努
め
て
い
る
。
そ
し
て
筆
者
も
教
員
、
文
書
館
職

員
双
方
の
立
場
か
ら
こ
れ
ら
の
事
業
に
携
わ
り
、
今
後
の
資
料
活

用
に
向
け
た
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
文
書
館
が
令
和
元

年
（
二
〇
一
九
）
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
県
内

【写真７】「和歌山県歴史資料アーカイブ」トップページ
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門
的
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
学
校
の
み
の
判
断
で
行

う
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
整
理
や
目
録

作
成
に
つ
い
て
は
多
く
の
時
間
や
労
力
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
学

校
と
外
部
機
関
、
地
域
と
の
協
力
は
不
可
欠
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

現
場
の
教
員
に
と
っ
て
歴
史
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
に
対
す
る

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。

　

現
在
文
書
館
で
は
、
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
資
料
の
調
査
・

収
集
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
め
た
資
料
の
保
存
・
活
用
の
取
組
を
進

め
て
い
る
。
学
校
所
蔵
資
料
の
中
に
は
、
社
会
科
（
地
理
歴
史
科
・

公
民
科
）
や
国
語
科
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
の
授
業
で
教

材
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
も
多
く
、
地
域
史
研
究
に
お
い
て
も

重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
資
料
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
学
校
に
所
在

す
る
資
料
の
価
値
や
そ
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
、
教
員
と
文
書
館

職
員
の
双
方
を
経
験
し
た
立
場
を
生
か
し
、
学
校
現
場
と
の
連
携

を
密
に
し
、
資
料
の
活
用
を
促
し
て
い
き
た
い
。
耐
久
高
校
の
取

組
は
、
学
校
所
蔵
資
料
の
保
存
・
活
用
に
向
け
た
一
つ
の
可
能
性

を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

公
立
全
日
制
高
校
三
十
一
校
の
う
ち）

1（
（

、
十
八
校
に
所
蔵
す
る
歴
史

資
料
が
あ
る
と
回
答
が
あ
り
、
資
料
の
公
開
や
活
用
を
希
望
す
る

学
校
も
存
在
す
る
。

　

文
書
館
で
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
資
料
が
学
校
や
地
域
に
お
い
て

広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
学
校
を
は
じ
め
と
し
た
公
的
機
関
と
積

極
的
に
連
携
し
な
が
ら
、
資
料
の
収
集
・
公
開
・
活
用
等
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

学
校
に
は
、
業
務
上
作
成
さ
れ
た
公
文
書
を
は
じ
め
、
寄
贈
さ

れ
た
書
籍
や
古
文
書
な
ど
の
貴
重
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
資
料
は
単
に
学
校
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史
を

語
る
う
え
で
も
重
要
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
相
次
ぐ
自
然
災
害
や
学
校
の
再
編
・
統
廃

合
な
ど
の
中
で
、
学
校
に
所
在
す
る
資
料
が
破
損
し
た
り
、
廃
棄

さ
れ
た
り
す
る
事
例
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
散
逸
・
消
滅
を
防
ぐ
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
歴
史
資
料
の
評
価
・
選
別
や
取
扱
い
に
つ
い
て
は
専
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え
、
代
々
吉
右
衛
門
を
世
襲
し
、
江
戸
日
本
橋
に
お
い
て
「
廣
屋
」
の
屋

号
で
醤
油
問
屋
を
家
業
と
し
た
商
家
で
あ
る 

。

（
８
）耐
久
高
校
に
は
、昭
和
五
〇
年（
一
九
七
五
）ご
ろ
に
調
査
さ
れ
た「
浜

口
容
所
文
庫
」
と
題
す
る
目
録
が
記
さ
れ
た
手
書
き
の
ノ
ー
ト
が
存
在
す

る
。
ま
た
、『
和
歌
山
県
教
育
史
』
に
お
い
て
も
、こ
れ
ら
の
蔵
書
は
「
浜

口
容
所
文
庫
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
和
歌
山
県
教
育
史
編
纂
委
員

会
編『
和
歌
山
県
教
育
史　
第
三
巻　
史
料
編
』和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
六
年
、
一
〇
五
一
頁
よ
り
）。

（
９
）広
川
町
誌
編
纂
委
員
会
編『
広
川
町
誌・下
巻
』広
川
町
、一
九
七
四
年
、

四
一
六
頁
を
参
照
。

（
10
）
宝
山
良
雄
（
明
治
元
年
〈
一
八
六
八
〉
～
昭
和
三
年
〈
一
九
二
八
〉）

…
金
沢
生
ま
れ
。
明
治
二
十
一
年
同
志
社
普
通
科
に
入
り
、
同
二
十
六
年

東
京
大
学
文
科
に
選
科
生
と
し
て
入
学
し
、
哲
学
を
修
め
、
同
二
十
九

年
卒
業
。
同
年
九
月
、
妙
心
寺
花
園
普
通
学
林
に
招
か
れ
て
教
鞭
を
執
っ

た
。
明
治
三
十
四
年
七
月
に
米
国
に
遊
学
、
エ
ー
ル
大
学
ラ
ッ
ド
博
士
に

学
ん
だ
。
同
三
十
六
年
五
月
に
卒
業
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
米
英
仏

独
の
教
育
事
情
を
視
察
し
て
同
年
十
一
月
に
帰
国
し
た
。
明
治
三
十
七
年

三
月
、
杉
村
楚
人
冠
（
広
太
郎
）
の
推
薦
に
よ
り
耐
久
学
舎
舎
長
と
し

て
赴
任
し
、
大
正
二
年
ま
で
務
め
た
。（
前
掲
『
耐
久
校
史
』、
前
掲
『
広

川
町
誌　
下
巻
』
よ
り
）

（
11
）
現
在
耐
久
高
校
の
校
訓
と
な
っ
て
い
る
「
真
・
健
・
美
」
は
、
容
所

が
招
聘
し
た
宝
山
良
雄
舎
長
が
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
定
め
た

教
育
の
主
眼
を
示
す
「
真
・
美
・
健
」
の
三
綱
領
に
基
づ
い
て
い
る
。（
前

掲
『
耐
久
校
史
』
よ
り
）

　
　
真　
真
理
ヲ
研
究
シ
言
行
ヲ
誠
実
ニ
ス
ヘ
シ　

　
　
美　
情
操
ヲ
涵
養
シ
徳
義
ヲ
尊
重
ス
ヘ
シ

　
　
健　
身
心
ヲ
鍛
錬
シ
意
志
ヲ
鞏
固
ニ
ス
ヘ
シ

（
12
）
特
に
冊
数
が
多
い
の
は
医
学
書
・
薬
学
書
で
、『
病
名
彙
解
』、『
広
恵

済
急
方
』、『
養
生
訓
』
な
ど
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
『
増
補
華
夷
通
商
考
』、

『
坤
輿
図
識
』
な
ど
の
地
理
書
、『
初
学
天
文
指
南
』
な
ど
の
天
文
書
、『
天

注（１
）「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」U

RL

　
（https://w

w
w

.lib.w
akayam

ac.ed.jp/m
onjyo/archive/index.

htm
l

）

（
２
）
た
と
え
ば
、
近
年
の
学
校
資
料
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
た
も
の
と

し
て
、
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
学
校
資
料
の
未
来
―
地
域
資
料
と
し

て
の
保
存
と
活
用
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
九
年
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
学
校
所
蔵
資
料
を
扱
っ
た
展
示
と
し
て
、
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土

記
の
丘
に
よ
る
企
画
展
「
学
校
に
あ
る
た
か
ら
も
の
」（
二
〇
一
六
）、「
学

校
に
あ
る
た
か
ら
も
の
Ⅱ
」（
二
〇
一
八
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
耐
久
校
史
編
纂
委
員
会
編
『
耐
久
校
史
』
耐
久
高
校
同
窓
会
、

一
九
七
三
年
を
参
照
。

（
４
）
濱
口
恵
璋
編
『
梧
陵
文
庫
蔵
書
分
類
目
録
』
一
九
六
〇
年
を
参
照
。

（
５
）「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
の
う
ち
、
濱
口
梧
陵
の
蔵
書
印
「
南
紀
広
浦
濱
口

儀
兵
衛
所
蔵
記
」
が
捺
さ
れ
た
書
籍
は
、
現
在
確
認
で
き
る
範
囲
で
六
冊

存
在
す
る
。

（
６
）
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
江
戸
後
期
以
降
、
広
・
湯
浅
地
方
に
お
い
て

漢
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
耐
久
社
で
は
漢
学
教
授
が

重
視
さ
れ
て
お
り
、明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
定
め
ら
れ
た
耐
久
社
「
学

則
」
に
は
、

　
　
学
問
ノ
要
ハ
安
民
ニ
ア
リ
、
安
民
ノ
本
ハ
修
身
ニ
ア
リ
、
先
五
倫
ヲ
明

　
　
ニ
シ
道
芸
ヲ
学
、
大
雅
ノ
風
ヲ
備
ヘ
シ
、
読
書
ハ
経
書
ヲ
先
ニ
而
、
礼

　
　
楽
政
治
ノ
大
本
ヲ
体
、
歴
史
ヲ
読
而
、
治
乱
ノ
跡
ヲ
弁
、
制
度
ノ
沿
革

　
　
ヲ
察
、
損
益
可
知
ノ
政
理
ニ
達
ヘ
シ
、
訓
詁
ハ
漢
儒
ニ
基
、
古
言
ヲ
審

　
　
ニ
シ
テ
、
課
書
経
史
ヲ
精
究
シ
、
之
ヲ
身
ニ
得
テ
物
ニ
及
ヲ
要
ト
ス

　
と
あ
り
、
当
時
の
学
生
に
は
、
四
書
五
経
に
代
表
さ
れ
る
儒
学
の
経
書
や

日
本
の
伝
統
的
な
典
籍
に
通
熟
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

（
７
）
濱
口
家
は
代
々
、
東
濱
口
家
（
吉
右
衛
門
家
）
と
西
濱
口
家
（
儀
兵

衛
家
）
の
東
西
両
家
に
分
か
れ
て
い
た
。
東
濱
口
家
は
広
村
に
本
宅
を
構
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捺
さ
れ
た
書
籍
の
中
に
は
、
耐
久
学
舎
と
改
称
さ
れ
た
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
以
降
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
も
あ
る
。
耐
久
学
舎
と
改
称
さ

れ
た
後
も
当
分
の
間
、
こ
の
蔵
書
印
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
18
）
耐
久
学
舎
時
代
の
蔵
書
印
は
、「
私
立
耐
久
学
舎
図
書
之
章
」
と
「
私

立
耐
久
学
舎
図
書
」
の
二
種
類
が
あ
り
、
二
七
九
冊
（
洋
装
本
九
二
冊
・

和
装
本
一
八
七
冊
）
が
確
認
で
き
る
。

（
19
）
前
掲
『
耐
久
校
史
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
四

月
十
九
日
に
徳
川
頼
倫
（
紀
州
徳
川
家
十
五
代
当
主
）
が
耐
久
学
舎
を
訪

問
し
た
際
、
生
徒
に
対
し
て
講
演
す
る
と
と
も
に
、『
国
史
大
系
』、『
続

国
史
大
系
』、『
群
書
類
従
』、『
徳
川
実
紀
』
な
ど
の
図
書
を
寄
贈
し
た
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
タ
イ
ト
ル
の
書
籍
は
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」

に
存
在
す
る
。
ま
た
同
じ
頃
、明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
実
業
家・

政
治
家
で
あ
る
博
文
館
の
創
業
者
大
橋
新
太
郎
か
ら
も
書
籍
の
寄
贈
が

あ
っ
た
。

（
20
）耐
久
学
舎
の
校
舎
は
、広
村
大
道（
安
楽
寺
の
隣
）か
ら
同
村
西
の
浜（
現

在
の
広
川
町
立
耐
久
中
学
校
校
地
）
へ
新
築
移
転
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
旧

校
舎
（
現
在
の
耐
久
社
記
念
館
）
も
新
校
地
へ
移
築
さ
れ
、
こ
れ
を
図
書

閲
覧
室
と
し
て
利
用
し
た
。

（
21
）
公
立
全
日
制
高
校
に
は
、
県
立
全
日
制
高
校
の
ほ
か
、
和
歌
山
市
立

和
歌
山
高
校
及
び
海
南
市
立
海
南
下
津
高
校
を
含
む
。

工
開
物
』
な
ど
の
産
業
技
術
書
、『
大
和
本
草
』
な
ど
の
本
草
書
を
は
じ

め
多
様
な
書
籍
が
あ
る
。

（
（1
）
前
掲
『
耐
久
校
史
』
に
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
明
治
三
十
八

年
十
一
月　
私
立
耐
久
学
舎
一
覧
』
に
よ
る
と
、「
舎
員
ハ
本
舎
ノ
賛
助

者
ニ
シ
テ
毎
月
規
定
ノ
維
持
費
ヲ
支
出
シ
テ
本
舎
ノ
事
業
ヲ
補
ク
」
と
あ

る
。

（
14
）
郷
校
（
郷
学
所
）
は
、
和
歌
山
城
下
に
三
か
所
、
各
郡
に
五
か
所
な

い
し
は
十
か
所
設
置
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
。
教
育
内
容
は
主
に
四
書
、

五
経
、
左
伝
、
史
記
な
ど
を
教
科
書
と
す
る
漢
学
で
あ
っ
た
。
資
金
は
藩

費
の
ほ
か
地
域
有
志
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
、
そ
の
郡
に

お
け
る
文
教
の
中
心
と
し
て
、
郡
内
の
人
材
育
成
を
す
る
高
等
教
育
機
関

と
し
て
期
待
さ
れ
た
。（
和
歌
山
県
編
『
和
歌
山
縣
誌　
下
巻
』
和
歌
山

県
、
一
九
一
四
年
、
四
〇
～
四
一
頁
、
和
歌
山
県
教
育
史
編
纂
委
員
会

編
『
和
歌
山
県
教
育
史　
第
一
巻　
通
史
編
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
七
年
、
七
〇
～
七
六
頁
よ
り
）

（
15
）
石
田
冷
雲
（
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉
～
明
治
十
八
年
〈
一
八
八
五
〉）

…
有
田
郡
栖
原
村
（
現
湯
浅
町
栖
原
）
極
楽
寺
第
十
三
世
の
住
職
。
漢
籍

を
野
呂
松
蘆
に
、
詩
を
菊
池
海
荘
に
学
ぶ
。
京
都
に
出
て
宋
学
を
研
究
、

ま
た
武
術
も
極
め
た
。
の
ち
極
楽
寺
に
戻
り
家
塾
就
正
塾
（
維
新
後
は
敬

業
家
塾
）
を
開
き
、
読
書
と
武
技
を
教
授
。
幕
末
に
は
京
都
で
志
士
と
交

流
を
持
っ
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
～
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

と
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
～
同
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
二
度
に
わ
た

り
耐
久
社
で
も
教
鞭
を
と
り
漢
籍
を
講
じ
て
い
る
。（
和
歌
山
県
史
編
さ

ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史
・
人
物
』
和
歌
山
県
、
一
九
八
九
年
、
湯

浅
町
史
誌
編
纂
委
員
会
編
『
湯
浅
町
誌
』
湯
浅
町
役
場
、
一
九
六
七
年
、

前
掲
『
耐
久
校
史
』
よ
り
）

（
16
）
前
掲
『
和
歌
山
県
教
育
史　
第
一
巻　
通
史
編
』
七
三
頁
を
参
照
。

（
17
）「
耐
久
社
印
」
が
捺
さ
れ
た
書
籍
は
、
五
一
冊
確
認
で
き
る
。
す
べ

て
和
装
本
で
、『
皇
朝
蒙
求
』、『
纂
註
十
八
史
略
校
本
』、『
日
本
外
史
』、

『
日
本
制
度
通
』
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
耐
久
社
印
」
の
蔵
書
印
が


